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究招発

植物成分効果に

イ
ベ
ン
ト
で
展
示
さ
れ
た
キ
ン
ミ
ズ

ヒ
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写
真
パ
ネ
ル
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若
返
り
や
老
化
防
止
の
研
究
に
企
業
が
力
を
入
れ

て
い
る
。
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
体
内
に
蓄
積
し
、

全
身
に
悪
影
響
を
及
ば
ず
「
老
化
細
胞
」
の
除
去
だ
。

植
物
成
分
の
効
果
が
藤
認
さ
れ
て
お
り
、
技
術
や
関

連
商
品
の
開
発
l
が
進
め
ば
、
健
康
維
持
や
若
さ
を
取

り
戻
す
強
力
な
武
器
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

老
化
の
原
因

つ
は
、
細
胞
自
体
の
老
化
に
あ

る
と
さ
れ
る
。
分
裂
を
停
止
し
た
細
胞
が
体
内
に
と

ど
ま
り
、
周
り
の
細
胞
の
老
化
を
促
す
物
質
を
分

泌
。
こ
の
陪
乗
、
認
知
機
能
や
骨
、
肌
と
い
っ
た
心

身
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
に
影
響
が
及
薫

こ
れ
ま
で
の
改
嘗
策
は
、
個
々
の
痛
み
や
機
能
低

下
へ
の
対
処
が
主
流
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
フ
ァ

ン
ケ
ル
、
（
横
浜
市
野
は
多
年
草
「
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
」

に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
「
ア
グ
リ
モ

研
究
を
進
め
る
中
で
、
免
疫
細
胞
の
メ
モ
リ
ー
T
細

胞
が
多
い
ほ
ど
、
老
化
細
胞
が
少
な
い
こ
と
を
確

認
。
ツ
バ
キ
油
の
搾
り
か
す
を
発
酵
さ
せ
た
抽
出
液

が
メ
モ
リ
ー
T
細
胞
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
皮
膚
の

老
化
細
胞
を
除
去
す
る
効
果
を
高
め
る
可
能
性
が
分

か
っ
た
と
い
う
。

由
社
は
こ
の
抽
出
液
を
ス
キ
ン
ケ
ア
商
品
に
採
用

ール類」が、

る
可
能
性
を
発
馬
臨
床
試
験
の
結
果
、
ア
グ
リ
モ

ー
ル
類
の
成
分
を
摂
取
し
た
男
性
の
グ
ル
」
プ
は
、

摂
取
し
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
血
液
中
の
老

化
細
胞
の
減
る
量
が
約
4
％
多
か
っ
た
と
い
う
。
同
ノ

社
は
こ
の
成
分
を
含
ん
だ
サ
プ
リ
を
開
発
し
、
中
高

年
の
活
力
維
持
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
し
て
い
官

資
生
堂
み
ら
い
開
発
研
究
所
の
加
治
屋
健
太
朗
セ

ン
タ
ー
長
は
「
年
齢
は
老
化
と
必
ず
し
も
相
関
し
な

い
」
と
話
す
。
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
免
疫
機
能
の

キ
ン
ミ
ズ
ヒ
辛
の
作
用
に
関
す
る
発
表
会

＝
東
京
都
渋
谷
区
（
フ
ァ
ン
ケ
ル
提
供
）

し
て
い
る
が
、
加
治
屋
氏
は
十
肌
だ
け
で
な
く
、
体

や
心
の
状
態
も
良
く
す
る
製
品
を
提
供
し
た
い
」
と

今
後
の
研
究
に
意
欲
を
示
し
た
㌍

米
国
で
は
、
イ
ー
ロ
ン
・
マ
官
民
も
ス
ポ
ン
サ

ー
を
務
め
る
非
営
利
団
体
Ⅹ
プ
ラ
イ
ズ
財
団
が
「
1
0

年
若
返
れ
ば
賞
金
1
億
1
0
月
万
㌦
．
（
約
1
4
5
億

円
）
」
を
掲
げ
、
心
身
の
機
能
を
大
幅
に
回
復
さ
せ
る

技
術
の
大
遷
i
催
す
る
な
眉
間
投
資
が
活
発

だ
。
国
内
の
あ
る
健
康
食
品
業
界
関
係
者
は
「
日

本
は
産
官
学
の
取
り
組
み
が
中
心
で
へ
予
算
の
か

け
方
や
ス
ピ
ー
ド
感
が
遅
い
」
と
指
摘
。
民
間
を

含
卑
研
究
閲
発
を
加
速
さ
せ
る
必
要
性
を
訴
え

て
い
る
。


